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＜連絡事項＞

· 本日より5月1日まで病棟行事（お花見会）により通所スタッフもサポートにつくため、プログラム実施時はスタッフ調整をして下さい。

＜外来情報＞

· 溝越　キク様～血圧128/84mmHg、体重増加傾向だが先週より0.5kg減となっている。
　　　　　　　→今回２週間分処方となっているが、忘薬ある方なので確実に服薬しているか確認。

· 其田　淑子様～両下肢の浮腫あり、前回漢方薬処方となっているが、右脚にまだ浮腫が残っている
　　　　　　　とのこと。先週の採血結果（アンモニア血中濃度）は異常なし。胸の痛みはないと
　　　　　　　話される。

· 村井　節子様～血圧150/88mmHg。腰痛の訴えに対し担当医より、骨粗しょう症も考えられるため
　　　　　　　骨密度測定を行うよう助言あり。他科受診用の薬事情報提供書が出ている。

＜利用者様情報＞

· 宮　陽子様～通所利用開始にあたり、目標設定の面談を行っている。「生活リズムの維持」を目標
　　　　　　とする。「ひとつ物事を始めるとのめりこみすぎて食事や入浴をしなくなってしまう
　　　　　　ので、生活リズムを整えるように過ごしていきたい」とのこと。

· 長瀬　紘一郎様～本日9時20分頃青明舎スタッフより電話あり。本人様が9時ごろ青明舎に来所
　　　　　　され「今日からナイトケアになる。スタッフから『日中は青明舎で過ごしなさい』と
　　　　　　言われた」等話されていたのこと。青明舎スタッフよりそのような事実はないと説明
　　　　　　すると「勘違いした」とそのままデイナイトケアへ向かわれている。9時半本人様が
　　　　　　来所。いつもより少し遅れて来所された理由を尋ねると「昨日、夕飯のときにナイト
　　　　　　ケアがどうのと言われた気がして…。今日からデイナイトじゃなくてナイトに来たら
　　　　　　いいのかなと思って青明舎に確認しに行った」と話される。デイナイトスタッフより、
　　　　　　主治医からはそのような話はないこと、今までどおりデイナイトケアを利用してよい
　　　　　　ことを伝えると「そうか」とニヤニヤされる。日中は表情険しく、一点を凝視する姿
　　　　　　が見られている。
　　　　　　→数ヶ月おきに同様の発言が聞かれることがあるため、様子観察する。また、一点を
　　　　　　　凝視したりボンヤリしたりしているときは声掛けして現実に引き戻すようにする。

· 我満　奈津紀様～「漢方薬を飲むと吐気がするので飲みたくない」と話されている。外来主治医に
　　　　　　相談するよう助言している。

· 川口　律子様～選択プログラム（運動）にて、他メンバーが打ったバレーボールが顔にあたったと
　　　　　　のこと。「わざとボールをぶつけられた。謝らないで笑っている」と話されている。
　　　　　　その他にも、特定メンバーについて「私の事を無視する」「私を見て笑っている」「友
　　　　　　達を横取りしようとしている」等の、被害的と取れる発言聞かれている。
　　　　　　→時折他メンバーに対して被害的な発言が聞かれるが、時間の経過と共に「自分の勘
　　　　　　　違いだった」と認識する事が出来ている。
　　　　　　　今回、本人から訴えがあった事に対しても「色々とイライラしていることが多くて、
　　　　　　　気分がスッキリしない。話を聞いてもらえれば、自分の中のモヤモヤが消えて無く
　　　　　　　なるみたいでスッキリする」と発言聞かれている為、本人からサインのあった際に
　　　　　　　は時間を設けて訴えを傾聴する。

＜プログラム検討＞

· 栄養指導教室～昨年度は1回病院栄養士を講師に招いて、栄養や食生活についての講義を実施して
　　　　　　　いる。今年度も６月より実施する方向で日程、内容の調整を行っていく。栄養士
　　　　　　　との連絡調整担当は木村。
　　　　　　　・今週中　～栄養指導教室で実施したい内容について検討
　　　　　　　・来週以降～栄養士と日程・内容について調整を行う
　　　　　　　・内容については後日、検討の時間を設ける為、実施したい内容や昨年度実施して
　　　　　　　　の改善点があった場合には、個々でまとめておく事。

